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「
彦
根
城
入
城
記
念
符
」
の

　
　
　 

デ
ザ
イ
ン
を
新
た
に

　

彦
根
城
を
訪
れ
た
観
光
客
ら
に

販
売
す
る
「
彦
根
城
入
城
記
念
符
」

の
デ
ザ
イ
ン
が
、
元
号
が
令
和
に

な
っ
た
５
月
１
日
か
ら
変
更
さ
れ

た
。

　

大
き
さ
は
縦　

セ
ン
チ
、
横

　
　
　
　
　
　
　

・
５
セ
ン
チ
。

　
　
　
　
　
　
　

全
体
が
彦
根
藩

　
　
　
　
　
　
　

の
「
赤
備
え
」

　
　
　
　
　
　
　

を
イ
メ
ー
ジ
し

　
　
　
　
　
　
　

た
朱
色
で
、
中

　
　
　
　
　
　
　

央
に
新
た
な
字

　
　
　
　
　
　
　

体
で
黒
く
「
彦

　
　
　
　
　
　
　

根
城
」
と
書
か

　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　

た
、
背
景
に
は

社
会
と
調
和
し
て
生
活
し
、
外
国

人
と
市
職
員
と
の
橋
渡
し
を
お
願

い
し
た
い
」
と
激
励
し
た
。

　

契
約
は
４
月　

日
か
ら
１
年
間

だ
が
、
延
長
も
あ
る
と
い
う
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
西
村
浩
一
】

井
伊
家
の
家
紋
「
橘
紋
」
や
旗

印
の
「
井
桁
」
の
ス
タ
ン
プ
を

押
印
。
他
に
も
、
歴
代
当
主
が

名
前
の
１
字
に
充
て
て
い
る
通

字 

「
直
」
の
字
も
現
在
の　

代

当
主
、
井
伊
直
岳
さ
ん
の
署
名

を
元
に
作
成
し
、
ス
タ
ン
プ
に

し
て
押
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
符
は
来
城
者
の
み
の
販

売
で
、
１
枚
３
０
０
円
。
彦
根

市
金
亀
町
の
彦
根
城
管
理
事
務

所
で
営
業
時
間
中
に
販
売
さ
れ

て
い
る
。

　
【
彦
根
通
信
部
・
西
村
浩
一
】

市立図書館に文科大臣表彰 ブラジルから
　国際交流員が赴任

日
野
鉄
砲
に
光
あ
て
た
企
画
展

国
友
鉄
砲
の
里
資
料
館

　

現
在
の
日
野
町
で
戦
国
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
て
製
造
さ
れ
て
い

た
鉄
砲
を
紹
介
す
る
「
日
野
鉄
砲

展
」
が
長
浜
市
国
友
町
の
国
友
鉄

砲
の
里
資
料
館
で
開
か
れ
て
い
る
。

６
月　

日
ま
で
。

　

日
野
は
堺
や
国
友
に
次
ぐ
鉄
砲

の
生
産
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
、
関

ケ
原
合
戦
前
か
ら
大
坂
の
陣
に
か

け
て
生
産
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と

さ
れ
て
い
る
。
日
野
鉄
砲
は
装
飾

の
多
い
堺
鉄
砲
に
比
べ
て
シ
ン
プ

ル
で
、
外
観
は
国
友
鉄
砲
と
似
て

い
る
と
い
う
。

「子供の読書活動優秀実践図書館」

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
け
や
き

っ
子
読
書
の
日
」
と
定
め
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
楽
し

む
「
お
は
な
し
会
」
な
ど
を
通
し

て
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
活
動
を

展
開
。
ほ
か
に
も
、
生
後
４
カ
月

の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
読
み
聞
か
せ
る
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
」
▽
滋
賀
文
教
短

大
と
共
催
す
る
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
本
の

帯
コ
ン
ク
ー
ル
」
▽
表
紙
を
見
せ

て
絵
本
を
並
べ
る
「
え
ほ
ん
の
ひ

ろ
ば
」
な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
、
文
科
大
臣
表
彰
に
つ
な

が
っ
た
。

　
　
【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

新
元
号
「
令
和
」
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
っ
た
彦
根
城
　
入
城
記
念
符

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
長
浜
市
立
図

書
館
が
「
子
供
の
読
書
活
動
優
秀

実
践
図
書
館
」
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
け
、
４
月
に
東
京

都
内
で
表
彰
式
が
あ
っ
た
。
市
立

図
書
館
は
市
内
に
６
館
あ
り
、
２

０
１
４
年
か
ら
「
つ
な
ご
う
！
子

ど
も
と
本
〜
け
や
き
っ
子
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

〜
」
を

始
め
、

関
係
団

体
と
連

携
し
な

が
ら
子

ど
も
の

読
書
活

動
を
推

進
す
る

　

同
展
は
、
約　

挺
の
火
縄
銃
を

所
蔵
し
て
い
る
日
野
町
の
工
務
店

経
営
、
奥
田
秀
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
か
ら
日
野
鉄
砲　

点
と

国
友
製
の
大
筒
１
点
を
展
示
。
い

ず
れ
も
日
野
町
以
外
で
の
公
開
は

初
め
て
で
、
生
産
地
ご
と
の
特
徴

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
堺
鉄
砲
や

国
友
鉄
砲
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
。
入

館
料
一
般
３
０
０
円
、
小
中
学
生

１
５
０
円
。
国
友
鉄
砲
の
里
資
料

館(

０
７
４
９
・　

・
１
２
５
０)

。

　
　
【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

30

40

14

62

　

外
国
語
を
母
語
と
す
る
市
民
の

相
談
な
ど
を
受
け
る
新
し
い
国
政

交
流
員
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

オ
カ
モ
ト
・
ジ
ュ
リ
ア
・
ユ
リ
さ

ん
が
赴
任
、
４
月　

日
、
彦
根
市

役
所
の
仮
庁
舎
で
大
久
保
貴
市
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
。

　

オ
カ
モ
ト
さ
ん
は
両
親
が
名
古

屋
市
内
で
働
い
て
い
た
と
き
に
生

ま
れ
、
７
歳
に
な
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
カ
ン
ピ
ナ
ス
市
に

い
っ
た
ん
帰
国
。
大
学
で
は
、
国

際
関
係
の
学
科
で
学
ん
だ
と
い
う
。

　

辞
令
を
受
け
た
オ
カ
モ
ト
さ
ん

は
「
再
び
日
本
で
生
活
で
き
て
う

れ
し
い
。
日
本
の
文
化
や
習
慣
も

学
び
た
い
」
と
抱
負
。
大
久
保
市

長
は
「
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
外
国
人

が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
地
域

18

絵本の表紙を見せて並べる「えほんのひろば」
　　　　　＝長浜市立図書館提供

大久保・彦根市長（右）から辞令を交付されるオカモ
ト・ジュリア・ユリさん＝彦根市大東町で４月１７日

シ
ン
プ
ル
な
外
観
が
特
徴
の
日
野
鉄
砲
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